
鳥取県石綿による健康被害を防止するための緊急措置に関する条例施行規則の一部を改正する規則をここに公

布する。

平成19年１月30日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県規則第４号

鳥取県石綿による健康被害を防止するための緊急措置に関する条例施行規則の一部を改正する規則

鳥取県石綿による健康被害を防止するための緊急措置に関する条例施行規則（平成17年鳥取県規則第106号）

の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正部分」という。）に対応する同表の改正後の欄中下線

が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在する場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改め、

改正部分に対応する改正後部分が存在しない場合には、当該改正部分を削り、改正後部分に対応する改正部分が

存在しない場合には、当該改正後部分を加える。

次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分を削る。

改 正 後 改 正 前

（石綿含有材料等） （石綿含有材料等）

第３条 条例第２条第２号の規則で定める石綿を含有 第３条 条例第２条第２号の規則で定める石綿を含有

する保温材等は、次の各号に掲げるもののうち石綿 する保温材等は、次の各号に掲げるもののうち石綿

の含有量が重量の0.1パーセントを超えるものとす の含有量が重量の１パーセントを超えるものとす

る。 る。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

（事業者が行う調査等） （事業者が行う調査等）

第４条 略 第４条 略

２ 略 ２ 略

３ 条例第４条第１項の事業者（以下「事業者」とい ３ 条例第４条第１項の事業者（以下「事業者」とい

う。）は、調査の結果として、調査者、調査の年月 う。）は、調査の結果として、調査者、調査の年月

日及び時間、調査時の天候並びに調査の箇所及び方 日及び時間、調査時の天候並びに調査の箇所及び方

法を明らかにして記録簿等に記録し、当該記録簿等 法を明らかにして記録簿等に記録し、当該記録簿等

を40年間保存するものとする。 を30年間保存するものとする。

４及び５ 略 ４及び５ 略

（建築物の所有者等が行う調査等） （建築物の所有者等が行う調査等）

第６条 略 第６条 略

２ 略 ２ 略

３ 条例第５条第１項の所有者等（以下「所有者等」 ３ 条例第５条第１項の所有者等（以下「所有者等」

という。）は、調査の結果として、調査者並びに調 という。）は、調査の結果として、調査者並びに調

査の年月日、時間、箇所及び方法を明らかにして記 査の年月日、時間、箇所及び方法を明らかにして記

録簿等に記録し、当該記録簿等を40年間保存するも 録簿等に記録し、当該記録簿等を30年間保存するも

のとする。 のとする。

４及び５ 略 ４及び５ 略



（二以上の石綿粉じん排出等作業に係る届出） （二以上の石綿粉じん排出等作業に係る届出）

第10条 二以上の作業について条例の規定による届出 第10条 二以上の作業について条例の規定による届出

をする者は、当該二以上の作業が同一の建築物等に をする者は、当該二以上の作業が同一の建築物等に

ついて行われる場合又は当該二以上の作業が同一の ついて行われる場合に限り、一の届出書によること

工場若しくは事業場において行われる場合に限り、 ができる。

一の届出書によることができる。

様式第１号（第７条関係） 様式第１号（第７条関係）

年 月 日 年 月 日

石綿粉じん排出等作業実施届出書 石綿粉じん排出等作業実施届出書

職氏名 様 職氏名 様

郵便番号 郵便番号

住所 住所

届出者 氏名 ㊞ 届出者 氏名 ㊞

（法人にあっては、主たる事 （法人にあっては、主たる事

務所の所在地及び名称並び 務所の所在地及び名称並び

に代表者の氏名） に代表者の氏名）

電話番号 電話番号

石綿粉じん排出等作業を実施するので、鳥取県石綿 石綿粉じん排出等作業を実施するので、鳥取県石綿

による健康被害を防止するための緊急措置に関する条 による健康被害を防止するための緊急措置に関する条

例第７条第１項（第２項）の規定により、次のとおり 例第７条第１項（第２項）の規定により、次のとおり

届け出ます。 届け出ます。

略 略

石綿含有材 石綿含有材 吹付け石綿

料等の種類 料等の種類 保温材、断

熱材又は耐

※審査結果 火被覆材 ※審査結果

石綿成形板 石綿成形板

石綿セメン 石綿セメン

ト管 ト管

略 略

略 略

注 略 注 略

別紙 別紙

石綿粉じん排出等作業の方法 石綿粉じん排出等作業の方法

石綿粉じん排出等作業の 石綿粉じん排出等作業の

箇所 箇所

集 種類、型式及び設置数

じ 排気能力(㎥／秒) (㎥／秒)



ん 使用する高性能エアフ

・ ィルタの種類及びその

排 集じん効率

気

装

置

略 略

注 １ 略 注 １ 略

２ 使用する資材及びその種類の欄には、湿潤 ２ 使用する資材及びその種類の欄には、湿潤

剤等石綿粉じん排出等作業に使用する資材及 剤、固化剤等の薬液、隔離用のシート、接着

びその種類を記載すること。 テープ等石綿粉じん排出等作業に使用する資

材及びその種類を記載すること。

３ 石綿粉じんの排出又は飛散の抑制方法の欄 ３ 石綿粉じんの排出又は飛散の抑制方法の欄

には、条例第２条第４号に規定する飛散等防 には、条例第２条第４号に規定する飛散等防

止基準において定められた措置と同等以上の 止基準において定められた措置と同等以上の

効果を有する措置をとる場合においては、そ 効果を有する措置をとる場合においては、そ

の措置の内容を記載すること。 の措置の内容、散水の方法、封じ込め又は囲

い込みの方法等を記載すること。

４ 略 ４ 略

添付書類 添付書類

建築物等をシート等で覆った状況を示す見取図 作業場の隔離状況及び前室の設置状況を示す見

（主要寸法を記入すること。） 取図（主要寸法、隔離された作業場の容量（㎥）

並びに集じん・排気装置の設置場所及び排気口の

位置を記入すること。）

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成19年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ 改正後の鳥取県石綿による健康被害を防止するための緊急措置に関する条例施行規則第３条の規定は、平成

19年４月１日以後に開始される石綿粉じん排出等作業について適用し、同日前に開始された石綿粉じん排出等

作業については、なお従前の例による。


